






情－9

	 楽譜から音楽の特徴を抽出する方法に関する以下の文章を読み，次の各問い
（問 1 ～ 問 4）に答えなさい。

　楽譜から音楽の特徴を抽出する方法について考える。以下に 2つの楽譜を示す。楽譜 1
は，ドヴォルザーク作曲の「家路」（日本語では「遠き山に日は落ちて」というタイトル
で歌詞が付けられたバージョンでも知られる）の冒頭部 8小節のメロディー部である。楽
譜 2は，ショパン作曲の「ワルツOp．64-2」の途中の 9小節のメロディー部である。
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図 1 　楽譜 1  ドヴォルザーク作曲「家路」

図 2 　楽譜 2  ショパン作曲「ワルツ Op．64-2」
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　音符の名称と音価（音の長さ）の対応表を以下の表に示す。ここでは楽譜 1と楽譜 2に
登場するものに絞って示している。また，ここでは 4分音符を音価の基準として1．0とし
ている。

表 1 　音符の名称と音価の対応表

音符 名称 音価
（ 4分音符を1．0とする）

付点 2分音符 3．0

2 分音符 2．0

付点 4分音符 1．5

4 分休符 1．0

4 分音符 1．0

8 分音符 0．5
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問 1　楽譜 1と楽譜 2に現れる音符を数えて，表 2の　～　に当てはまる数
値をそれぞれマークしなさい。

表 2 　音符の出現回数

音符 楽譜 1 楽譜 2

2 0

4 0

7 0

2 2

　 　

　 　

　楽曲の特徴として，リズムの速さを表す指標を定義する。ここでは， 8 分音符以下の音
価の音符を短い音とし， 8 分音符より大きい音価の音符を長い音としたときに，以下の式
をリズムの速さの指標とする。ただし，休符（ここでは 4分休符のみが存在する）は集計
の対象外とする。

（リズムの速さの指標）＝
（短い音の数）－（長い音の数）
（短い音の数）＋（長い音の数）

ア オ

ア イ

ウ エオ
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問 2　楽譜 1と楽譜 2について，リズムの速さの指標を小数第 3位を四捨五入し小数第
2位までを求め，　～　に当てはまる数値をマークせよ。

楽譜 1：－　．　
楽譜2：＋　．　

　上記の楽譜 1と楽譜 2を，ピアノロールと呼ばれる形式で表したものを図 3と図 4に示
す。これらの図では，小節が楽譜と同様に左から右に並んでおり，縦軸は音の高さを表
し，横軸は時間の経過を表している。縦軸では一目盛りを半音として音の高さを等間隔に
表現している。座標上の矩

く

形
けい

（矩形とは図中の帯状で色付けされた部分を示す）は音が
鳴っている時間と音の高さを表現している。

カ サ

カ キク
ケ コサ

図 3 　楽譜 1  ドヴォルザーク作曲「家路」のピアノロール形式
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　図 3の縦軸の C 4というのは，音名を表しており，「下から数えて 4オクターブ目の C」
という意味である。オクターブというのは高さの違う同じ音（ドとそれより高いドなど）
の関係を表す音の高さの幅である。一つのオクターブの中には12個の音がある。ここで，
それぞれの音名に音高値という値を割り当てる。C 4に60という音高値を割り当てた場
合，それより一オクターブ低い C 3には48という音高値が，一オクターブ高い C 5には72
という音高値が割り当てられる。以下の表 3に音名と音高値の関係を示す。なお，Cや D
などのオクターブを無視した場合の音名をピッチクラスと呼ぶ。また，C と B#など，同
じ音高値を持つピッチクラスについてはそれぞれを併記している。

図 4 　楽譜 2  ショパン作曲「ワルツ Op．64-2」のピアノロール形式
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表 3 　音名と音高値の関係

ピッチクラス
C
／
B#

C# D D# E
F
／
E#

F#
G
／
F##

G# A A# B

オクターブ

3 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59

4 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71

5 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83

問 3　各曲の小節毎の音高値の平均を以下の表 4にまとめた。ある小節の音高値の平均
は以下の式で計算し小数第 2位で切り捨てして小数第 1位まで求めるものとする。

（小節の音高値の平均）＝
（小節内の音符の音高値の合計）

（小節内の音符の数）

　～　に入る数値を記入せよ。

表 4 　各曲の小節毎の音高値の平均

楽譜 1 楽譜 2

小節 1 66．0 68．0

小節 2 62．0 77．0

小節 3 64．2 75．5

小節 4 62．0 73．8

小節 5 66．0 72．0

小節 6 　．　 71．0

小節 7 62．0 69．7

小節 8 60．0 65．3

小節 9 72．3

シ セ

シス セ
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　以下の図 5，図 6はそれぞれ，楽譜 1と楽譜 2から，同じピッチクラスの音符の出現回
数をカウントしてグラフにまとめたものである。

図 5 　楽譜 1  ドヴォルザーク作曲「家路」のピッチクラス毎の音符の集計
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図 6 　楽譜 2  ショパン作曲「ワルツ Op．64-2」のピッチクラス毎の音符の集計
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　上記を踏まえて，各曲でどのような音が出現頻度が高いのかを見ていく。これらの楽曲
には調性があり，調性には対応するスケールと呼ばれる音の並びが想定される。楽譜 1の
楽曲はハ長調という調性を持ち，楽譜 2の楽曲は嬰ハ短調という調性を持っている。それ
ぞれの調とスケールに対応する音（ピッチクラス）の対応表を表 5に示す。

表 5 　調におけるスケールの構成音とその度数
スケール内の度数 1 2 3 4 5 6 7

ハ長調 C D E F G A B
嬰ハ短調

（和声的短音階） C# D# E F# G# A B#

　これら 2つのスケールは 7つの音から構成されている。スケールには始点となる音があ
り，表 5のスケール内の度数の 1に対応する音が始点となる音である。その他の音には，
始点となる音から数えて何番目の音なのかという意味で 2～ 7の度数が割り当てられてい
る。

問 4　次の文章の空欄に入る数値をマークしなさい。　～　

・楽譜1で一番多く出現する音のスケール内の度数は　である。
・楽譜 2で一番多く出現する音のスケール内の度数は　である。
・楽譜 1でスケールに含まれない音の出現数は　である。
・楽譜 2でスケールに含まれない音の出現数は　である。
・楽譜 1でスケール内の度数 4に対応する音の数は　である。
・楽譜 2でスケール内の度数 4に対応する音の数は　である。
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